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山手線最強説検証 

～ 山手線の沿線力と マーケットの強さの理由を探る ～ 

以前、「 中央線の底力 」 と題して、中央線の沿線力と沿線のマンション市場を検証したが、中央線は首都圏の

通勤沿線の中では別格の沿線力とマーケットを誇っていた。 そして、その中央線でも全くかなわない圧倒的な沿

線力を持つのが、今回取り上げる山手線である。 山手線は、都心をグルッと囲むように回る環状線で、もともとは

通勤路線ではなく、郊外からの私鉄等の通勤路線から乗り換えて 通勤先に向かう為の都心の移動路線という立

ち位置だったが、最近は山手線沿線に住んで山手線を通勤路線として使うユーザーが増加している。 住みたい

沿線でも、ダントツの人気を誇る山手線だが、今回はその山手線の強さの理由を探ってみたい。 
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都市の人口増減とマンション市場との関係性の検証 

～  人口増加都市と 減少都市におけるマンション市場の現状  ～ 

人口推移を見ると、全国での人口ピークは 2010年の 128百万人、2015年は 127百万人、約 95万人（－0.9％）

の減少 と、すでに人口減少時代に突入している。 東京都全体では 2020年までは人口増加が続く予定である

が、首都圏では、すでに人口増加都市 と 人口減少都市 に分かれている。 人口増加都市は 人口流入が継続

しているエリアであり、人気のエリア と考えられ、逆に 人口減少都市は、その反対ということになる。 そしてその 

人口増減から見た都市の盛衰と、近年のマンション市場動向 （ 供給ボリューム ） との 関係から、危険市場 と 

狙い目市場が見えてくるのではないだろうか？ 今月は、国勢調査による都市の人口増減率 と、実際のマンショ

ン市場動向の関係性に着目してマーケットを検証した。 
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 2016年前半戦では、1～3月はマンション市場が低迷した。 ゴールデンウィークを境に やや好転し始めてはい

るが、郊外では 相変わらず駅近以外の物件は、集客苦戦で販売低調、 エリア ・ 立地の良し悪しによる売れ行

きの二極化は ますます強まってきている。 供給ボリュームも 昨年に比べ 更に減少傾向、後半戦からは 発売

を先送りしてきた物件が 多数ラインナップされており、供給ボリュームが回復していく可能性も無いわけではない。  

後半戦の首都圏マンション市場はどうなっていくのか？ 今月は、ここまでの前半戦の市場の動きを総括すると共

に、後半戦に向けての市場の課題と展望を探った。 

 2016年前半戦 首都圏マンション市場総括 及び 

後半戦以降の課題と展望  

2016年前半戦 

新築マンション市場状況 

2016年前半戦 

新築マンション販売好調事例 ２３区エリア別 

価格上昇率 


